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令和４年荒川区教育委員会第５回定例会 

 

 

 １ 日  時      令和４年３月１１日   午後１時３０分 

 

 ２ 場  所      特別会議室 

 

 ３ 出席委員    教   育   長           高 梨 博 和 

           教育長職務代理者           繁 田 雅 弘 

委      員           長 島 啓 記 
           委      員           坂 田 一 郎 
           委      員           小 林 敦 子 

 

 ４ 出席職員    教 育 部 長           三 枝 直 樹 

           教 育 総 務 課 長           山 形   実 

           教 育 施 設 課 長           的 場   寛 

           学 務 課 長           菊 池 秀 幸 

           指 導 室 長           津 野 澄 人 

           生 涯 学 習 課 長           青 谷 宗 彦 

           書      記           原 田 正 伸 

           書      記           小 川 綾 一 

           書      記           丸 田 恭 雅 

           書      記           宮 島 弘 江 
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（１）審議事項 

   議案第 １１号 荒川ふるさと文化館の観覧無料化について（あらかわの伝統技術展代替

イベント「あらかわ伝統工芸Ｗｅｅｋ」の一環として） 

 

（２）報告事項 

   ア 区議会定例会・２月会議について 

   イ 奥の細道矢立初めの地子ども俳句相撲大会の結果について 

 

（３）その他 
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○教育長 ただいまから荒川区教育委員会令和４年第５回定例会を開催させていただきます。新

型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、都内でまん延防止措置も継続されてござい

ますことから、今回もオンライン形式で実施させていただいてございます。 

 初めに、出席者数の御報告を申し上げます。本日５名全員出席でございます。議事録の署

名委員につきましては、長島委員、坂田委員御両名にお願いいたします。よろしくお願いい

たします。 

 １２月１０日開催の第２３回定例会の議事録につきましては、前回の定例会にて配付させ

ていただき、この間、委員の皆様に御確認いただいたところでございます。本日、特に御意

見等がなければ承認とさせていただきたいと存じますが、よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

○教育長 承認といたします。 

 それでは、本日の議事日程に従いまして、議事を進めさせていただきます。本日は、審議

事項１件、報告事項２件となってございます。 

 初めに、審議事項、議案第１１号「荒川ふるさと文化館の観覧無料化について」を議題と

いたします。青谷生涯学習課長、説明をお願いします。 

○生涯学習課長 「荒川ふるさと文化館の観覧無料化について（あらかわ伝統技術展代替イベン

ト「あらかわ伝統工芸Ｗｅｅｋ」の一環として）」でございます。あらかわ伝統工芸Ｗｅｅ

ｋにつきましては、後ほど説明をさせていただきます。 

   提案理由でございますが、伝統工芸技術のＰＲの一環として、荒川区伝統工芸技術保存会

の実施するイベントの開催時期に合わせて、荒川ふるさと文化館の観覧無料化を行うことを

提案するものでございます。 

観覧無料とする期間でございますが、令和４年３月１９日土曜日から２７日日曜日の間で、

荒川伝統工芸Ｗｅｅｋの期間とさせていただきたいと思っております。 

理由でございますが、荒川区・荒川区教育委員会では、伝統工芸のＰＲのために毎年「あ

らかわの伝統技術展」を開催しておりました。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策のため「あらかわの伝統技術展」を２年連続で中止することとなりました。今回共催で

ある荒川区伝統工芸技術保存会の要望等を踏まえ、「あらかわ伝統工芸Ｗｅｅｋ」として、

１か所ではなく会場を分散、そして内容も今回残念ながら縮小でございますが、展示と実演、

体験を行うことといたします。また、保存会主催のあらわ座市、伝統工芸品の販売、展示を

しているものでございますが、これにつきましては、十分な対策をした上で、今年度も開催

したいという相談がございました。荒川ふるさと文化館では、企画展示室とエントランスに

おいて伝統工芸品やパネルの展示等を行い、あらかわ伝統工芸ギャラリーの展示とともに一
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体的に観覧してもらうため、展示室内の観覧無料化を実施したいと考えており、今回提案さ

せていただくものでございます。 

なお、伝統工芸Ｗｅｅｋの詳細につきましては、御手元にございます別紙のチラシを御覧

いただければと思います。 

荒川ふるさと文化館とゆいの森あらかわでは、３月１９日から２７日の土曜日、日曜日又

は祝日のみとなりますが、それぞれ体験と実演を実施いたします。なお、あらわ座市展示販

売会につきましては、あらかわふるさと文化館で１９日、２０日、２１日のみとなっており

ます。実演のところで職人さんに実演していただきますが、ここでは職人さんが持ち込んだ

実際の伝統工芸も購入することができます。この期間のふるさと文化館の観覧無料化を提案

するものでございますので、御審議のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

○教育長 皆様の御手元に配らせていただいております資料に記載のとおり、荒川ふるさと文化

館条例におきまして、教育委員会が必要と認めるときには、観覧を無料とすることができる

と定められてございます。本条例の第９条の趣旨にのっとって、教育委員の皆様の御審議を

賜りたいと存じます。 

   ただいまの説明につきまして、御質疑がございましたらお願いいたします。 

○坂田委員 技術展を開催できないのは大変残念ですけれども、先ほど御説明にあったように、

区内のなるべくいろいろなところでこういった機会を作ることで、規模は縮小しますけれど

も、区民の方々の目に触れるような機会を増やせるのは大変いいことだと思います。以上で

す。 

○教育長 ありがとうございます。そのほかいかがでしょう。 

○繁田委員 一つよろしいでしょうか。このことの周知の仕方は、どんな形で皆さんにお知らせ

するのでしょうか。 

○生涯学習課長 区のホームページ、区報、そして町会掲示板、ＳＮＳ等考えられる手段で広報

をしていきたいと思っております。また、伝統工芸の技術を持った職人さんたちの紹介も合

わせたガイドブックを作成しておりまして、こちら区内の各図書館等の施設に配架すること

で、伝統工芸Ｗｅｅｋも併せて周知をしているものでございます。 

○繁田委員 ありがとうございました。小冊子の作成などはとても魅力的でいいなと思いました。 

○教育長 そのほかいかがでしょうか。 

○小林委員 このようにあらかわの伝統技術展の代わりに、こうした試みをやるということは大

変にいいと思います。ですので、観覧無料化に関しても大賛成です。 

   １点だけ確認をしたいのですが、展示販売会のときですけれども、人数が多くなる可能性

もあるかなとは思われるのですが、その辺りの対策などは考えておられるのでしょうか。 
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○生涯学習課長 実演につきましては、事前申込制としておりまして、本日から申込開始となっ

ております。展示につきましては、中の職員がずっとそこに常駐しておりますので、人が多

く、密等の時には声かけをして「少し時間をおいてから来ていただけますでしょうか」とそ

ういったことを対応しようかと考えてございます。 

○小林委員 分かりました。ありがとうございます。 

○長島委員 観覧無料化ということで、非常に結構なことだと思います。それで、無料化すると

いうことですので、繁田先生もおっしゃったように、たくさんの人に来てもらうとまたコロ

ナの関係で問題も多いかと思うのですけれども、いろいろな方に来ていただくということで、

周知の方に努めていただければと思います。以上です。 

○教育長 ありがとうございました。そのほかいかがでしょうか。よろしいでしょうか。例年で

したら、教育委員の先生方には展覧会を御覧いただき、また御購入もしていただいて、売上

に御貢献いただいております。今回も限られた日時ではございますが、御都合がつきました

ら、ぜひ現地に足をお運びいただければと思ってございます。よろしくお願いいたします。 

   それでは、御質疑が出尽くしたようでございますので、御意見について承りたいと思いま

す。議案第１１号について、御意見はございませんでしょうか。 

（「なし」の声） 

○教育長 討論を終了いたします。議案第１１号につきまして、原案のとおり決することに御異

議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」） 

○教育長 異議ないものと認めます。議案第１１号「荒川ふるさと文化館の観覧無料化について」

は原案のとおり決定となりました。 

   続きまして、報告事項に移ります。報告事項ア「区議会定例会・２月会議について」を議

題といたします。三枝教育部長、説明をお願いします。 

○教育部長 それでは、せんだって行われました荒川区議会定例会・２月会議の中で、教育委員

会に関する質問について、御説明をさせていただきます。今回６人の議員の方から、８問の

質問を頂いてございます。 

   まず１問目でございますが、自民党の志村議員から、協働の街づくりについてということ

で、地域人材の発掘・確保により、児童・生徒の基礎的・基本的な学力の一層の定着を図る

ことについて、教育委員会の見解を問うという質問を頂きました。具体的には、あらかわ寺

子屋事業の充実ということで、地域の人材にも協力していただいて、寺子屋事業で子どもた

ちの指導に当たってもらってはどうかという内容の質問でございました。 

   答弁といたしまして、まず区内小中学校ではあらかわ寺子屋事業として、補充学習を行っ
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ており、指導に当たっては、教員免許を持つ補充学習指導員や学習の補助に当たるティーチ

ングアシスタントが対応している。ただ、人材の確保が課題となっているとした上で、指導

員の確保に当たって、区民の皆様に協力いただくべきとの御意見については、地域の貴重な

人材を活用することで学校の負担が軽減されるとともに、学校と地域のつながりがより一層

強化されるものと考えるので、提案の趣旨を踏まえて、地域の人材を広く募集してしていき

ますという形で答えてございます。 

   続きまして、同じく自民党の土橋議員からも１問頂いてございます。 

   ＩＣＴ教育の推進についてということで、荒川区におけるオンライン授業に向けた進捗状

況と今後のＩＣＴ教育の取組の方向性について問うという内容でございます。 

   答弁でございます。今年になり新型コロナウイルスの感染者が急激に拡大する中で、教育

委員会としては、子どもたちの安全・安心を第一に考えるとともに、学校を休校とすること

なく教育活動を継続するため、通常の授業と並行してオンライン授業を全学校で実施してい

るところであると。このオンライン授業につきましては、開始から２週間の期間の中で、参

加している児童生徒の割合が、大体５０％から７０％程度。また、毎日４、５時間程度オン

ライン授業を受けている状況であることをまず御説明し、保護者からも子どもたちを安全に

学ばせることができるといった感謝の言葉を頂いているということを説明した上で、今後も

新型コロナウイルス感染症の状況を見極めながら、子どもたちの安全・安心を第一に、オン

ライン授業の充実を図っていくと答えてございます。 

   また、質問の中で議員から提案いただいたＤＸに対応する教育をやるべきというのがござ

いまして、これにつきましても、確実に進んでいくＤＸ化された社会に対応できる子どもた

ちを育成するために、情報スキルや思考力、コミュニケーション能力といった「２１世紀型

能力」の育成に力を入れていくと答えてございます。 

   続きまして、共産党の横山議員から質問を頂いてございます。 

   子どもたちの現状に寄り添った支援についてということで、コロナ禍の長期化が子どもの

心や成長に大きく影響している下で、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー

の緊急増員と児童相談所との連携を一層強化することという内容で質問がございました。 

   答弁につきましては、長期にわたる新型コロナウイルス感染症のまん延を受けて、子ども

たちに過度なストレスがたまるなど、精神面をはじめ様々な影響が生じている。そして、教

育委員会としては、これまでも子ども家庭総合センターをはじめ関係機関との連携を密に図

りながら、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーによる支援の体制を整える

など、継続的な対応を進めているところであると現状をお示しした上で、今後も関係機関と

相互に連携を図るとともに、現行体制を十分に機能させることにより、子どもの悩みや課題
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の解決に向けたサポートを行うべく懇切丁寧に対応してまいりますという内容で答えてござ

います。 

   続いて、立憲・ゆい・無所属の会の清水議員から質問を頂いてございます。 

   １問の質問の中で２項目ございまして、一つが、特別支援教育推進計画を策定するべきと

いうもの。もう一つが、自閉症・情緒障がい特別支援学級を設置するべきという内容で質問

がございました。 

   まず特別支援教育推進計画の策定につきましては、答弁として、区では、平成１９年３月

に教育施策の方向性を示す「荒川区学校教育ビジョン」を策定し、「すべての子ども一人ひ

とりのニーズに応じた支援を行う」ことを特別支援教育の柱として示すほか、「荒川区学校

教育ビジョン」で示した方向性を具体化するために、３か年を計画期間とした「学びの推進

プラン」を策定し、特別支援教育を重点推進目標に明確に位置付けて教育活動を展開してい

ると、これまでの経緯を説明してございます。その上で、今後も現場の状況をはじめ、在籍

する子どもや保護者の教育的ニーズを的確に把握した上で、必要な施策を「学びの推進プラ

ン」に反映させて事業の計画的な進捗に努め、特別支援教育の一層の充実を図り、子どもた

ちが能力や個性を高め発揮できるよう適切な支援をしていくと答えてございます。 

   そして、自閉症・情緒障がい特別支援学級に関する質問につきましては、まず、現在、区

では、自閉症や情緒障がい等の発達障がいのある児童生徒が、学習上又は生活上の困難さを

改善・克服できるよう、小中学校に設置されている特別支援教室を利用してそれぞれの学校

生活の中で、個に応じた指導を受けられるよう体制を整えるとした上で、質問の、自閉症・

情緒障がいを対象とした特別支援学級につきましては、この導入に当たっては、特別支援学

級と特別支援教室の役割分担の整理ですとか、設置に当たっての地域バランスと、あと設置

候補となる学校、校舎のキャパシティ、指導体制の構築のほか、他の児童生徒との日々の交

流機会をどのように確保するかなど、様々な検討課題があるという形で課題を述べまして、

区としては先行自治体の実施状況や特別支援学級の設置に対する様々な意見・要望などを十

分に把握しながら、自閉症や情緒障がいの児童生徒に対するより効果的な教育の進め方につ

いて検討していくと答えてございます。 

   続いて、次世代あらかわの宮本議員から２問質問を頂いてございます。 

   １問目は労働問題に対する区の取組みと中学生への知識の普及と啓発についてということ

で、具体的に申し上げますと、高校に進学すればアルバイトをするようになる子が増える状

況の中で、中学生のうちからブラックバイト等に対する啓発をしておくべきではないかとい

う内容の質問でございます。 

   答弁につきましては、労働問題に対する学校の取組みに関しては、中学校第３学年の社会
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科公民的分野において、違法な時間外労働や賃金の不払いなどトラブルに直面した場合に適

切な行動がとれるように、労働条件や職場環境の権利を保障する労働保護立法などについて

学習している。また、区立中学校におきましては、生徒一人一人にキャリア教育を推進する

など、職業観や勤労観の育成にも取り組んでいるとした上で、今後もキャリア教育の充実や

関係機関と連携した労働問題の普及啓発に努めてまいりますと答えてございます。 

   宮本議員２問目では、学校教育の中での環境問題への教育とイベントを活用した理解の推

進についてということで、「ＳＤＧs」の視点から環境教育の取組みについて質問されたもの

でございます。 

   答弁といたしましては、小中学生が環境問題について自らの考えを持ち、その解決に向け

た学習に取り組むことは、持続可能な未来社会を担う子どもにとって必要不可欠な学習であ

ると認識しているとした上で、環境教育の学習の具体例を幾つかお示しし、教育委員会とし

てこうした取組みを通して持続可能な社会の創り手を育む教育活動の充実に今後も努めてい

くと答えてございます。 

   最後、維新・子育ての会の山田議員から２問質問を頂いてございます。 

   教育現場における体制改革ということで、まず１問目が、教職員の働き方改革を進めてい

くべきという質問でございました。この質問に対しまして、答弁といたしましては、教育委

員会では、これまでも、平成３１年２月に策定した「荒川区立小・中学校における働き方改

革プラン」に基づいて、「スクール・サポート・スタッフ」の全校導入を始め、部活動外部

指導員の配置や自動応答電話の設置など、教職員の負担軽減に向けた取組を実施してきたと

ころであるとした上で、今後も学校の組織的な取組みと併せて教員一人一人が学校における

働き方を改革していくことで、授業や生活指導の充実、子どもと向き合う時間の確保につな

がるよう、各学校を支援していくと答えてございます。 

   山田議員２問目でございます。今度は、不登校生徒に対する組織体制についてということ

で、不登校対応について保護者と学校が理解し合い、協働できるよう、保護者が相談しやす

くなる工夫が必要であるという内容でございます。具体的には、不登校への支援につきまし

て、学校がどういった動き方をするのかですとか、相談先についてあらかじめ保護者に周知

しておくべきではないかという内容でございました。 

   答弁でございますが、不登校の対応に当たっては、東京都教育委員会が作成しているガイ

ドラインを活用しながら、各学校で校長を中心に学級担任や生活指導主任、養護教諭、スク

ールカウンセラー、部活動の担当など関係する教職員が支援会議を開催し、組織で情報共有

を図りながら、児童生徒の状況に合わせて、チームとしての支援を進めていると説明をさせ

ていただいて、これら一連の対応を保護者の方に理解いただき、解決に向けて保護者ととも
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に取り組むことは非常に重要なことであるということから、今後は保護者の方が一人で悩ま

ないよう東京都のガイドラインや相談先などについて区のホームページに掲載するなど、不

登校の対応に関する周知にも努めてまいりますと答えてございます。 

   以上が、本会議におけます教育委員会の質疑の内容でございます。このほか、２月２２日

から昨日まで９日間にわたりまして令和４年度予算に関する特別委員会が開催されてござい

ます。 

   まず、初日の予算総括質疑の中でも、教育委員会に関する質問を頂いてございまして、内

容といたしましては、コロナの対応に絡めましてオンラインの実施状況ですとか、あるいは

ここまでコロナ禍が長引いている中での、中長期的な子どもへの影響。それから今度は学校

老朽化対策といたしまして、校舎の建替えに対する御質問、また朝の保護者からの欠席等の

連絡なのですけれども、電話ではなくて、メールですとかホームページなどのＩＴを使った

対応をできるようにするべきではないかというもの。また、ノーテレビ・ノーゲーム運動を

展開していくべきではないかという内容の質問を頂いてございます。 

   また、昨日、教育費に関する質疑が大体３時間ちょっとの時間で行われていたのですけれ

ども、ここではまず金融リテラシー教育をやる中で、子どもたちが将来経済的な自立を図れ

るようにして、なおかつ、その上でしっかり納税をしていただけるように納税教育も併せて

やるべきではないかと。また、今後の社会状況に対応するために、プログラミング教育をし

っかりやるべきではないかという質疑。それから、生理の貧困ということで、今年から中学

校のトレイに生理用品を配置しているのですけれども、これに関する御質問。また、コロナ

に関するところでは、先ほどもございましたが、オンライン授業に関するところで、今度は

若干角度が違うのですけれども、子どもが一人で家庭でオンライン授業をやっていると、保

護者は実際やっているのかどうだか不安になるのではないかと。ですので、ちゃんとやって

いるかどうか、後でといいますかライブでもいいのですけれども、確認できる方策が何かな

いかですとか、あと移動教室につきましても、コロナ禍で今回中学校は中止したものの、小

学校は何とかやりましたが、この実施状況についての質問。 

   また、今、給食につきましては、子どもたちは黙食ということで、おしゃべりとか一切し

ないで黙々と食べているのですが、もうそろそろつまらなくなってきているのではないかと。

何か子どもたちが楽しくなるようなものはないですかといったような質問。また、不登校対

策ということで、学校に来られない子どもたちに自然体験を宿泊でやることができないかで

すとか、スクールソーシャルワーカーを全中学校に配置できないか。また、児童相談所を始

めとした関係機関と連携するですとか、中学校卒業後になりますと、ちょっと教育委員会か

ら離れてしまうようなところがあるのですけれども、卒業後についても関係機関と連携しな
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がら、教育委員会としても一定程度把握していくべきではないかといった内容。 

   それから震災時の対応ということで、児童生徒の安全確保のためにヘルメットを配備する

ですとか、あるいは実際に震災の場合には、保護者に子どもたちの引き渡し等を行うのです

けれども、この引き渡しが具体的にどのようにされていくのかですとか。あるいは引き渡し

ができなかったお子さんは学校に残るようになるのですけれども、この子たちの備蓄の状況

はどうなのかですとか具体的な質問を頂きました。 

   その他、都立高校入試に関するところで、スピーキングテストが導入されているのですけ

れども、スピーキングテストについては、経済格差で学力に差が出てくるのではないかです

とか、あるいは聴覚障がい等の障がいのある生徒に対して、ちょっと不利益になるのではな

いかといったような内容ですとか。あと都立高の入試については、男女別定員があって、こ

れは是正するべきじゃないか。それをしっかり区の教育委員会として東京都に要請するべき

じゃないかといったような内容。 

   その他幼児教育の在り方ということで、区立幼稚園がこの間、園児数が減ってきています

けれども、適正配置も含めて検討するのは当然として、併せて充実策についてもしっかりと

やっていくべきであろうということですとか、そのほか学校の建て替えにつきましては、今、

長寿命化計画の中で、令和１２年度から建て替えをするべく予定をしているのですが、建て

替えに当たっては当然統廃合なども検討するべきですとか、あるいは小中一貫校の対応など

も検討してはどうかという内容の質問も頂いてございます。 

   以上、そういった内容で質問をいただきまして、教育委員会といたしまして、いろいろ答

弁に苦慮する場面もありましたけれども、的確に答えさせていただきました。以上でござい

ます。 

○教育長 ただいまの説明につきまして、御意見、御質問等ございましたらお願いいたします。 

○小林委員 １点だけ質問よろしいでしょうか。あらかわの寺子屋について、ティーチングアシ

スタント、人材の確保が課題になっているということですけれども、これについてちょっと

お伺いできればと思っております。大学生などもオンラインであれば指導はできるという学

生もいそうな気はするのですが、その辺りどうなっているのかということに関しましてもち

ょっとお伺いできればと思っております。 

○指導室長 寺子屋につきましては、各学校によって差はあるところですが、やはりティーチン

グアシスタントを募集してもなかなか学校の方に集まらないという声は聞いております。昨

年度の例ですと、各学校のホームページに寺子屋の先生を募集している、区のホームページ

にも募集をかけて人に来ていただくような手だてを行いました。その結果何とか寺子屋を運

営することができるようになってまいりました。ただ、これは毎年そのようなことがござい
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ますので、もう少し教育委員会としましても手だての数を増やしまして、対応していきたい

と考えてございます。 

   また、２点目のオンラインでの寺子屋のサポートというところについては、学習面のとこ

ろでは可能な部分もあろうかと思うのですけれども、寺子屋につきましては、学習プラス生

活指導面的なところも必要でございますので、そうなりますと、直接学校に来ていただいて

指導していただくことが必要になってこようかなと思っております。また、このコロナのこ

ともありますので、子ども同士感染対策を十分行いながらですけれども、人と人とのふれあ

いというところも大切にしていけたらなと思ってございます。大学生、荒川区に来てくださ

る方がいらっしゃったらぜひ紹介をしていただけたらと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○小林委員 分かりました。大学生でいればちょっと声をかけたいと思います。 

○教育長 そのほかいかがでしょうか。 

○繁田委員 一つよろしいですか。不登校に関してなのですけれども、先ほどの答弁で、関係の

方々が本当に努力されて、保護者の方とも連携をして取り組んでいらっしゃるというのはよ

く分かりました。その一方で、なかなか大変かと思いますけれども、しばらく休んでいた生

徒さんが学校に戻るに当たっては、多分しばらく行っていないと、パッと行ってもなかなか

勉強ができないのではないかと思うのです。例えばそういうときに戻る準備じゃないですけ

ど、そういう準備の勉強のサポートとか、あるいは、あまり不登校を肯定してもいけないの

かもしれませんけれども、なかなかやっぱり行けないというときには、今の時代もしかした

ら御自宅で勉強するということも、技術的には可能な部分があるのかなと思いますので、何

かそういうことをお考えになっていらっしゃる、あるいは検討する予定がございましたら教

えていただけたらと思います。 

○指導室長 不登校のことにつきまして、説明させていただけたらと思います。不登校のお子さ

んの一人一人状況が違いますので、重たい軽いではないですけれども、複雑化しているお子

さんも年々増えてきてございますので、学校だけでなく関係諸機関、そして保護者と連携し

ながら対応していくということが非常に大事になってきております。また学習面のサポート、

そして不登校から学校に戻るときにつきましては、やはり一人一人、何日間も休んで学校に

来て、友だちと平気で関われるお子さんもいれば、やはり抵抗感を持つお子さんもいますの

で、そこはお子さんの状況をしっかりと保護者と話し合って、どういうふうに迎え入れてい

くのか順序立てて話し合っていくことが大事かなと思ってございます。ですので、パッと入

れる子についてはそのまま、逆に気を遣うことによって入りづらくなってしまう子どももい

ますので、そういったところを話し合いながら進めていけたらと思っていますし、例えばで
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すけれども、段階的にまず放課後学校に来て、そこから慣れていって教室に入っていく。ま

た教室に入る前に遊びを通してですとか、小学生ですとクラブ活動からですとか体育からと

か、中学校ですと部活からと、そのお子さんにとってよい方法を選択していけるとよろしい

かなと思っております。また、学習面で遅れが出てきてしまう場合には、例えば放課後を活

用して、まずは勉強で補充をしながら学校に迎え入れるというところも検討の一つかなと思

ってございます。 

   また、自宅で勉強するという選択肢も十分考えられるかなと思っております。不登校のお

子さんにつきましては、今、選択肢が非常に増えております。学校に来られない場合には、

区ですと適応指導教室みらいがございますので、そちらで登校しながら学んでいくという方

法がございます。また、フリースクールですとか今はオンラインでのそうした学習を教えて

くれるフリースクール的なものがございますので、そうしたところの活用もございます。ま

た、今回オンライン授業ということで、学校の方も行いましたので、その活用もお子様によ

っては有効活用ができるかなと思ってしまいますが、このオンライン授業を学校で行うこと

によって、家にいて勉強さえできればいいやと思われてしまうと、やはりそこは人間的な成

長という意味で、人との触れ合いができなくなってしまいますので、そこはよく見極めてい

かなければいけないかなと思います。今回オンライン授業を行ったことでそうした御家庭で

も学習のサポートができるということが分かりましたので、また一人一人の状況に合わせな

がら、そのお子さんにとって一番いい方法で不登校の解決を図っていけたらと考えてござい

ます。また御指導いただけたらと思います。 

○繁田委員 どうもありがとうございました。大変よく分かりました。 

○教育長 そのほかいかがでしょうか。 

○坂田委員 先ほどお子さんがオンラインになったときに、ちゃんと勉強しているかどうか分か

らないという指摘が御家庭からあるということに関する質問があったかと思います。ツール

的に御家庭にお知らせすることも可能かもしれませんけれども、例えば簡便な方法としては、

時間割にこの時間はこういう時間ですよということをもう少し書くという手はあるかなとは

思います。例えば先生の講義中心の時間であればそういうふうに書く。それから子どもたち

のディスカッションがかなり含まれる授業であればそういうふうに書くと。また、映像を視

聴するのが中心の時間だったらそうだとか、例えば映像を視聴している場合は、子どもは何

もしゃべらないので、多分親御さんは分からないと思っておられるかもしれませんけれども、

そういう授業であればそれは普通の状態ですので、何か少しそういうふうに工夫するという

のはあるのではないかなと思います。併せてオンライン授業の場合は、御家庭で協力いただ

くことも必要で、例えば子どもが議論に参加している場合というのは、周りにおられる方が



 

- 14 - 

静かにしていただく必要がありますよね。そういう指定がある授業の時間帯は静かな環境を

保っていただくということも含めて、例えばカテゴリーをつけて、この授業はこんな性格の

授業ですよというのを科目表に書いておけば、比較的簡便な方法で御家庭にも伝わるのでは

ないかなと考えました。以上です。 

○指導室長 坂田先生、ありがとうございます。保護者に丁寧に伝えていくということが大切な

のだなというところを改めて感じました。やはり御家庭にいて両親が外に仕事に行ってしま

った場合ですとか、お子さんがどういうふうに学習しているのか不安だというお声はやはり

そうだと思いますので、学校と相談をしながら、そうした保護者の心配に対してどんな対応

ができるかということも考えていけたらと思います。また、今回３月に当たりまして、学校

だよりを各学校、保護者に出しておりまして、やはり２月はオンライン授業を行いましたの

で、ほとんどの学校がオンライン授業はこんな様子ですよということで写真で伝えておりま

したので、少しは安心した材料をお渡しすることができたかなと思いますが、議員から御意

見頂いたこと、坂田先生から御指導いただいたことを校長と共有しまして、また、いい方法

を考えていけたらなと思っております。また御指導いただけたらと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○坂田委員 趣旨としては、併せて今、申し上げたような簡便な方法で進められれば先生方の御

負担も最小化できるのではないかと思います。以上です。 

○指導室長 ありがとうございます。 

○教育長 そのほか、ございますでしょうか。 

○長島委員 一般質問の方で、アルバイトのこととかがあって、それから予算の総括質疑の方で、

金融リテラシー教育とか納税教育の質問があったというお話がありましたけれども、特に直

接関わるのは社会の公民的な分野が多分一番大きいと思うのですが、中学校の家庭科とかで

仕事とかお金のこととか、そこら辺どういう扱いになっているのですか。教科書を見せても

らったので、知っているのではないかという気もしますけれども。一体どんなふうになって

いるか、もし分かったら教えていただきたいと思ったのですが。 

○指導室長 詳細なことはこの場ではなかなかお伝えすることができないのですけど、やはり社

会科で知識的なことを学んでございます。また家庭科につきましては、お金の使い方ですと

か、消費者教育ということの視点で指導しております。また高校になりましたら、新しく４

月から投資の話ですとか、資産形成の学習が始まってきますので、その学習にうまく結びつ

くように小学校、中学校、義務教育で教えなければいけないことをしっかり教えていけたら

と考えてございます。 

○長島委員 高校で新しく始まるのですよね。どうもありがとうございました。 



 

- 15 - 

○教育長 ほかによろしいでしょうか。それでは、次に移らせていただきます。 

 報告事項イ「奥の細道矢立初めの地子ども俳句相撲大会の結果について」を議題といたし

ます。青谷課長、説明をお願いします。 

○生涯学習課長 「奥の細道矢立初めの地子ども俳句相撲大会の結果について」でございます。 

 実施結果でございますが、奥の細道矢立初めの地子ども俳句相撲大会、今回全小学校を対

象に出場チーム（２人一組）を公募いたしまして、予選申込１２０チーム（参加校１２校）

の中から、荒川区俳句連盟が選句し１３チームを選出。書面審査により、１位である「横綱」

を決定いたしました。 

 大会の概要でございますが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、予選句は

募集し、そして１３チームを決勝に選出いたしました。 

 決勝戦は書面審査を行い、審査員の点数の合計順に１位から４位、横綱から関脇を決定い

たしました。例年審判員の協議で決定していた殊勲賞等は審判長が決定いたしました。 

 入賞チームの句集の配布及び上位３チームのパフォーマンス映像を撮影し、動画配信を行

い、その動画配信は３月末を完成予定としております。パフォーマンスのときには、子ども

たち独自の工夫を凝らしまして、小道具を使って太陽と草、こういったもので、句に合った

動きというのもパフォーマンスの中に入ってございます。令和２年度の子ども俳句相撲大会

の撮影映像につきましては、もう現在既にＹｏｕＴｕｂｅに上っておりますので、お時間が

あればぜひ見ていただければと思います。 

 今、御手元にございます緑色の句集を御覧ください。こちらの６ページ以降に小学校の子

どもたちの今回の対戦結果と子どもたちが一生懸命に作った句を掲載しております。毎年応

募してくれる子どももいらっしゃいまして、今回東の大関２位となりましたチーム名「渡辺

姉妹」なのですが、８ページの右上に句が記載されております。渡辺姉妹につきましては、

昨年度も準優勝でございまして、今回も準優勝という結果だったのですけれども、立派なパ

フォーマンスで、私も間近で見させてもらって大変感動したところでございます。 

 今回の実施結果につきましては、以上でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○教育長 本件につきまして、御質問等ございましたらお願いいたします。 

○小林委員 この俳句ですが、それぞれにとてもすばらしいと思いました。特に横綱の花の木チ

ームがとてもすばらしいのですけど、こういったお子さんたちですが、日常的に何か俳句を

作るとか、そういった練習というのか、お互いに鍛え合うとか、そういったことはされてお

られるのですか。本当にすばらしいと思ったので質問させていただきました。 

○生涯学習課長 この花の木チームにつきましては第九峡田小学校に所属しておりまして、今回

第九峡田小学校の先生もこの撮影にも立ち会っていただきました。小学校の方でこういった
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俳句に親しむ活動をされていると生涯学習課では把握してございます。 

○小林委員 ありがとうございます。日常的に学校の方でも力を入れているということですね。 

○指導室長 国語の教科書で３年生、４年生で俳句の学習を行ってございます。また、学校によ

りましては、まちの先生ということで、俳句を勉強されている先生たちを講師にして、学校

で俳句のつくり方を勉強しているということで、ＡＣＣの先生方と連携しながら俳句の学習

をしているところです。九峡小につきましては、道路側の壁というのでしょうか、そこに子

どもたちが作った俳句を掲げてございまして、そうした学校を挙げて俳句の教育に取り組ん

でいる学校でございます。そうしたお子さんたちが選ばれるというところは、学校としても

大変うれしいところだと思っております。 

○小林委員 学校としての努力の成果がこういうふうに表れるのはすごくうれしいですね。また

とてもすてきな句なので、見せていただいて本当にうれしいです。ありがとうございました。 

○教育長 そのほかいかがでしょうか。 

○長島委員 句集を送っていただいて、どんな句が出てきたのかというのは、目に見える形で見

て、子ども俳句相撲大会というのはどういうものかというイメージが非常によく分かりまし

た。ありがとうございました。それで句集の５ページのところに、「予選には小学校１９校

から計１２０チームの応募が」とあるのですけれども、今日の会議の資料には、「１２０チ

ーム、参加校１２校」となっていて。細かい話で申し訳ありませんが、１２校なのか１９校

なのかというのがちょっと気になったというだけです。 

○生涯学習課長 句集の方が合ってございますので、資料の方を訂正させていただければと思い

ます。 

○教育長 どうも申し訳ありませんでした。教育委員会資料を訂正させていただいて、参加校 

１９校ということで御理解いただければと思います。 

○繁田委員 一つだけちょっと教えていただきたいのですが、よろしいでしょうか。ルールとい

うか俳句をどういうふうにひねるかということなのですけど。細かいことなのですけど気に

なったので。例えばこのチームの中でお二人でテーマを決めるとか季語を決めて、それに沿

って作ったものを応募してくるみたいな、そういうものなのでしょうか。そこら辺を教えて

もらえたらと思います。 

○生涯学習課長 今回は委員のおっしゃるとおりテーマがございまして、予選につきましては

「春の季節」がテーマになっております。決勝戦は「ひなまつり、のどか」というのが兼題

となってございますので、今回横綱となった花の木チームにつきましては、のどかというフ

レーズが入ってございます。 

○繁田委員 二人で相談をして、テーマを一つ選んでそれを踏まえて作ってきたということです
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ね。 

○生涯学習課長 そのとおりでございます。 

○繁田委員 ありがとうございます。よく分かりました。 

○教育長 よろしいでしょうか。では、以上とさせていただきます。 

   次にその他の報告事項ですけれども、教育委員会の日程について、事務局から説明をお願

いします。 

○教育総務課長 まず令和３年度の教育委員会の日程を御覧いただければと思います。先ほどの

議案にもございましたように、３月２６日、２７日に予定をしていました「あらかわの伝統

技術展」につきましては、スポーツセンターの開催については中止をさせていただきまして、

先ほどありましたようにゆいの森等で実施をしていく形になってございます。また、おめく

りいただきますと、令和４年度の教育委員会の日程を今回付けさせていただきました。基本

的には第２・第４金曜日の１時半からというのはこれまでどおりでございます。ただ、幾つ

か、例えば５月１３日等議会等にぶつかっている場合については、１５時半からスタートを

させていただければと思います。また、なかなか視察等ができないところもございましたけ

れども、来年度可能な限り、教育委員の先生方には学校現場を御覧いただければと思ってご

ざいますので、コロナの感染状況によりまして検討させていただければと思います。 

   説明は以上でございます。よろしくお願いします。 

○教育長 先生方から何かございますでしょうか。特にないようですので、以上をもちまして、

教育委員会令和４年第５回定例会を閉会とさせていただきます。 

―了― 


